
令和７年度 外国語 科 ▼リスト

教科名等

対象学年 単位数 分類

1 A B C D E F 3 必履修 105 時間

教科担当・教材等

科目の目標

年間授業計画
学期

※生徒の理解度や担当者の工夫により進度が変わるため、必ずしも計画どおりに展開するものではありません。

【知】
各レッスンで扱われている文法・語彙・慣用表現の用法や
意味を理解して身に付け、積極的にアウトプットする。
　
【思】
各レッスンで扱われる諸問題について、文脈や背景知識
から内容を深く理解し、自分の意見をクラスメートと共有
し、諸問題の解決に関心を持つ。
　
【態】
予習・復習をしっかり行い、小テストや課題等に目標を定
めて取り組み成果を出す。テキストの内容理解に必要な
文脈を正確に把握し、背景知識を自ら調べて深く内容を理
解し、それをクラスメートとも共有しようとする。

1

Lesson 1 Achieving Your Dream

Lesson 2 What Do You Eat for Lunch?

Lesson 3 The Evolution of the Cellphone

The Little Mermaid(ゴールデンウイーク課題）

Grimm's Fairy Tales（夏休み課題）

【知】
各レッスンで扱われている文法・語彙・慣用表現の
用法や意味を理解して、本文を聞き、読むことができ
る。

【思】
レッスンそれぞれの学習のねらいである、「目標達成
に必要なこと」「弁当文化」「携帯電話の進化」を理解
し、その理解に基づいて自分の意見を持ち、クラス
メートと話し合うことができる。

【態】
予習・復習、小テスト等にしっかり取り組む。テキスト
の背景知識や使用される表現について自ら積極的
に調べることができる。

単元・単元の具体的な指導目標

2

Lesson 4 A Healthy Planet

Lesson 5 The Adventures of Curious George's

Creators

Lesson 6 Messages about Happiness from Jose

Mujica

The Wizard of Oz（冬休み課題）

【知】
各レッスンで扱われている文法・語彙・慣用表現の
用法や意味を理解して、本文を聞き、読むことができ
る。また、身に付けた表現を使って、英訳ができる。

【思】
レッスンそれぞれの学習のねらいである、「絶滅危惧
種の保護」「おさるのジョージの作者の生涯」「ホセ・
ムヒカのメッセージ」を理解し、その理解に基づいて
自分の意見を発表し、クラスメートと話し合うことがで
きる。

【態】
予習・復習、小テスト等にしっかり取り組む。テキスト
の背景知識や使用される表現について自ら積極的
に調べ、内容を深く理解することができる。

3

Lesson 7 To Stop Plastic Pollution

Lesson 8 Stories to Be Passed On

Lesson 9 Will Human Beings and AI Go Hand

in Hand?

Optional Lesson The Safe

Three Fairy Tales from Oscar Wilde

【知】
各レッスンで扱われている文法・語彙・慣用表現の
用法や意味を理解して、本文を聞き、読むことができ
る。身に付けた表現等を活用して短い英作文ができ
る。

【思】
レッスンそれぞれの学習のねらいである、「海洋プラ
スチック汚染」「世界平和」「人間とAIの共存」を理解
し、その理解に基づいて自分の意見を発表し、クラ
スメートと話し合いを深められる。

【態】
予習・復習、小テスト等にしっかり取り組む。テキスト

・内容理解にかかわる読解力、背
景知識の伸長

・内容を理解し、他者に発表するた
めに必要な単語力、リスニング力、
速読力の伸長、

・教材
教科書、副教材、プリント

・一人１台端末の活用　等

指導項目・内容
・内容理解にかかわる読解力、背
景知識の伸長

・内容を理解し、他者に発表するた
めに必要な単語力、リスニング力、
速読力の伸長、

・教材
教科書、副教材、プリント

・一人１台端末の活用　等

【知】
各レッスンで扱われている文法・語彙・慣用表現の用法や
意味を理解して身に付け、活用している。
　
【思】
各レッスンで扱われる諸問題について、文脈や背景知識
から内容を深く理解し、自分なりの意見を持って、クラス
メートに発表する。
　
【態】
予習・復習をしっかり行い、小テストや課題等に目標を定
めて取り組み成果を出す。テキストの内容理解に必要な
文脈を正確に把握し、必要な背景知識を自ら調べて深く内
容を理解しようとする。

【知】
各レッスンで扱われている文法・語彙・慣用表現の用法や
意味を理解して身に付けている。
　
【思】
各レッスンで扱われる諸問題について、文脈や背景知識
から内容を理解し、自分なりの意見を持ち、クラスメートと
話し合う。
　
【態】
予習・復習をしっかり行い、小テストや課題等に目標を定
めて取り組み成果を出す。テキストの内容理解に必要な
文脈を把握し、背景知識を自ら調べて内容を理解しようと
する。

評価基準

・内容理解にかかわる読解力、背
景知識の伸長

・内容を理解し、他者に発表するた
めに必要な単語力、リスニング力、
速読力の伸長、

・教材
教科書、副教材、プリント

・一人１台端末の活用　等

【 知　識　及　び　技　能 】
テキストで扱う文法・語彙・慣用表現の用法や意味を十分に理解し、内容を読んだり聞いたり書いたりできる。
【思考力、判断力、表現力等】
テキストで扱う現代の世界の諸問題について、文脈や背景知識を活用して内容を深く理解し、自分の意見を持ち、他者と意見
を共有できる。
【学びに向かう力、人間性等】
予習・復習、小テスト・課題等に日々粘り強く取り組んだり、テキストの背景知識や使用される表現について自ら積極的に調べ
るなど本文の理解に必要な情報を粘り強く得ようとする。

学習目標

教科書 Creative English Communication Ⅰ　第一学習社

使用教材等

対象クラス 予定時数科目名

英語コミュニケーションⅠ

Creative English Communication Ⅰ WORKBOOK

クラウンチャンクで英単語　Standard

Focus on Listening basic

Joy Reader ①～③

The Little Mermaid, Grimm's Fairy Tales, The Wizard of Oz, Three Fairy Tales from Oscar Wild

授業担当者名


